
広
島
市
女
性
教
育
セ
ン
タ
ー

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

20
周
年
を
迎
え
た
昨
年
11
月
16
日
〜

17
日
に
は
、「
20
周
年
記
念
事
業
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
は
、
利
用
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
職
員
な

Vol.2

よりみち

女
性
の
た
め
の
ふ
れ
あ
い
拠
点

20周年記念事業でのワークショップ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
広
島
市
内
に
あ
る
市
民
活
動
や
生
涯
学

習
を
応
援
し
て
く
れ
る
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
資
料
収
集
の

場
と
し
て
使
う
も
よ
し
、
会
議
の
場
と
し
て
使
う
も
よ
し
、
発

表
の
場
と
し
て
使
う
も
よ
し
の
ま
さ
に
必
見
ス
ポ
ッ
ト
！

広
島
市
女
性
教
育
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｅ

プ
ラ
ザ
）
は
、
女
性
の
活
動
を
応
援
し
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
の
施
設
で
す
。

昭
和
57
年
（
1
9
8
2
年
）
5
月
1

日
に
広
島
市
婦
人
教
育
会
館
と
い
う
名

称
で
、
女
性
の
学
習
拠
点
施
設
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
8
年
（
1

9
9
6
年
）
に
施
設
の
管
理
・
運
営
を

（
財
）
広
島
市
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
合
わ
せ

て
愛
称
を
公
募
し
、「
Ｗ
Ｅ
プ
ラ
ザ
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
13
年

（
2
0
0
1
年
）
4
月
か
ら
広
島
市
女
性

教
育
セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
て
、
男
女
共

同
参
画
支
援
へ
と
事
業
の
幅
を
広
げ
、

性
の
活
動
を
応
援

女

講座名

自分で生き方選んでますか？
～社会のしくみとジェンダー～

公開講演会
「女性のエンパワーメントの
ために自分でできるカウン
セリング」

WEプラザふれあいフェスティ
バル

日　時
2月6（木）・13（木）・25日
（火）の全3回
午前コース10：00～12：00
夜間コース18：30～20：30
※両方への申込可

2月12日（水）
10：30～12：30

2月23日（日）
10：00～15：30

講座名

ビデオシアター
「ナヌムの家」

ボランティアフォーラム

「地域から発進！男女共同参
画推進号」
女性リーダー研修公開報告
会&講演会

日　時
2月28日（金）
14：00～（座談会あり）
18：30～（自由鑑賞）
※申込み不要

3月8日（土）
13：00～16：30

3月15日（土）
14：00～16：00

詳しくはWEプラザへお問い合わせください。

十
歳
を
迎
え
た
Ｗ
Ｅ
プ
ラ
ザ

二

ど
、
こ
れ
ま
で
Ｗ
Ｅ
プ
ラ
ザ
に
関
わ
っ

て
き
た
人
た
ち
。
当
日
は
記
念
式
典
の

後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
ま
ん

て
ん
」
等
の
方
言
指
導
な
ど
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
大
原
穣
子
さ
ん
の
記
念
講
演

会
、
市
民
団
体
の
企
画
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
20
年
間
の
活
動
記
録
の
展

示
の
ほ
か
、
昭
和
30
年
代
に
最
盛
を
極

め
た
鷹
野
橋
音
頭
を
み
ん
な
で
踊
る
な

ど
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

現
在
、
Ｗ
Ｅ
プ
ラ
ザ
が
取
り
組
ん
で

き
た
事
業
な
ど
を
ま
と
め
た
20
周
年
記

念
誌
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
ス
タ
ッ

フ
が
力
を
あ
わ
せ
て
作
成
中
。
発
行
は
、

今
年
3
月
の
予
定
で
、
Ｗ
Ｅ
プ
ラ
ザ
な

ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

今
後
も
事
業
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
磨

き
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
Ｗ
Ｅ
プ
ラ

ザ
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

平成15年2～3月の主催事業
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登録グループ団体の施設利用は、ホールを除く全室が無料。
主催事業の間、1歳6カ月以上の子どもを預かってくれる一
時保育もポイント。さらに、設備の無料貸出しも充実。ビデ
オやプロジェクター、スライド映写機、OHP等があります。
◆問い合わせ先
広島市女性教育センター（WEプラザ）
利用時間／9：00～21：00
休館日／月曜日・祝日・8月6日・年末年始
広島市中区大手町5-6-9
TEL／082・248・3312
FAX／082・248・4476
weplaza@hitomachi.city.hiroshima.jp
http://www.hitomachi.city.hiroshima.jp/we-plaza/

元
安
川 

京
橋
川 

福
屋 

天
満
屋 

三
越 

市民球場 そごう 

原爆ドーム 

鷹野橋商店街 

中央郵便局 
市役所 

NHK

国道 2号線  Weプラザ 

現在、女性教育センターで弱
視の子どもたちのための拡大教科
書づくりに取り組んでいます。私
がこうした活動を行うきっかけになっ
たのが、平成2年に行われた「女性リーダー研修」を受講した
ことです。それまでは子育てを通しての学習でしたが、これか
らは女性のライフワークとしてのさまざまな分野での学習が必
要だと感じるようになりました。
講座では、自己表現トレーニングや会議運営のための基礎知

識など多くのことを学ぶことができました。その後、「ウイメ
ンズ広島カレッジ」の講座などを受け、女性の社会参画の意義
に気付き、現在の活動に至っています。

拡大写本グループ　
あいの友代表

渡辺　真澄さん

私は、平成14年6月から行われ
た「広島市男女共同参画推進員養
成講座」を受講しました。以前か
ら男女共同参画には関心を持ってお
り、社会参画カレッジなどの講座を受け、
知識や理念を学んできました。この講座は、個人の気付きを大事
にするワークショップ形式が用いられ、その手法を学びながら、
男女共同参画社会実現に向けてのプログラムづくりをするという
もので、毎回ワクワクして取り組みました。
ジェンダーは、知らず知らず思い込んでいる意識。一人ひとり

がその意識に自分で気付いて、自分を変えていくことが重要です。
そのための学びの場づくりをワークショップを取り入れながら、
公民館や学校などで、推進員の仲間たちと共に進めています。

広島市男女共同参画推進員

滝　和子さん

日　時方　法内　容相談機関

10：00～15：30
（火・水・金・土）
10：00～17：30（木）

15：30～18：30（木）

電話相談
1082・248・3315

面接相談（要予約）

1082・248・3312

家族問題、学校
や地域をめぐる
諸問題、子育て

広島市女性教育
センター
（WEプラザ）

10：15～17：00
（月～金）

直接来所
1082・255・8801

保護更生、家庭
紛争、生活問題

広島県立婦人相
談所

10：00～17：00
（月～金）

電話相談または
直接来所
1082・504・2569

保護更生、家庭
紛争、生活問題

中区厚生部保健
福祉課

10：00～16：00
（月・火・木・金・土）

電話相談
1082・247・1120

夫婦、家族、地域
の人間関係など

エソール女性の
ための相談

13：00～15：00
（第2木）

専門相談、面接
1082・242・5262
（要予約）

心の健康、病気
等の悩み

10：00～12：00
（第2・3金）

13：00～15：00
（第4金）

面接
1082・242・5262
（要予約）

離婚、夫婦間の
問題、相続など

14：00～16：00
（土）

電話相談
1082・232・7321

女性の医学的な
問題

レディステレホ
ンサービス

10：00～15：00
（月・火・木）

電話相談
10824・22・6884

ＤＶ（ドメステ
ィックバイオレ
ンス）の悩み

DVホットライン

10：00～15：00
（水）

専用電話
1082・546・0373

DV（ドメスティックバ
イオレンス）の悩み。
相談の状況に応じては、
相談員による面接指導、
弁護士・医師・臨床心
理士による専門相談

広島市DV電話
相談窓口

キーワード解説
男女共同参画社会：男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思

によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、

もって男女が均等に政治的、経済的、社会的および文化的利益を享受

することができ、かつ、共に責任を担うべき社会。（男女共同参画社会

基本法より）

ジェンダー：社会的・文化的につくられた性別。社会や文化が歴史的

に男女の性に対する思い込みや期待によってつくりあげた性別のこと。

白南風
し ら は え

短歌会のみなさん
毎月１回、ここで短歌の勉強会を開
いています。もう10年以上利用さ
せてもらっているんですよ。女性グ
ループは、会議室や視聴覚室の利用
が無料というのも魅力ですね。
掲示板や展示物を見ると、男女共同
参画への気持ちが高まります。

市中心部にあり、
とっても便利です！

受講修了者
メッセージ女性のための相談窓口

利用者の声

WEプラザをはじめ、女性のためのさまざまな
相談にお応えする機関を紹介します。

※
詳
し
く
は
各
相
談
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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社
会
人
に
と
っ
て
は
入
学
試
験
が
ま
ず

難
関
で
し
た
が
、
15
年
ほ
ど
前
に
小
論
文

や
面
接
を
中
心
に
理
解
力
や
意
欲
を
見

る
、
社
会
人
特
別
選
抜
制
度
（
社
会
人
入

試
）
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
大
学

が
求
め
る
学
生
像
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で

の
学
習
や
活
動
な
ど
の
評
価
資
料
を
作
成

し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

オ
フ
ィ
ス
入
試
や
、
講
義
を
受
講
し
て
単

位
を
取
得
し
、
大
学
の
方
針
や
雰
囲
気
、

コ
ー
ス
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
か
ら

出
願
す
る
、
オ
ー
プ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
入
試

な
ど
も
広
島
県
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
人
な
ら
随
時
受
験
可
能
な
大

学
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
放
送
大
学
や

多
く
の
通
信
制
大
学
は
、
高
校
を
卒
業
し

て
い
な
く
て
も
入
学
で
き
、
入
試
も
あ
り

ま
せ
ん
。
短
大
・
大
学
卒
業
者
、
中
退
者

に
は
既
修
得
単
位
の
う
ち
最
大
60
単
位
が

認
め
ら
れ
、
途
中
年
次
へ
の
編
入
が
可
能

で
す
。
大
学
へ
の
入
り
口
は
随
分
多
様
に

な
り
ま
し
た
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
は
学
習
者
が
主
体
で
、

あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
て
学
習
す
る
生

涯
学
習
の
時
代
で
す
。

「
勉
強
や
学
校
は
も
う
十
分
」
と
思
う

一
方
で
、「
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
良

か
っ
た
」「
地
域
に
は
専
門
的
な
話
が
聞

け
る
所
が
な
い
」
な
ど
、
市
民
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
な
か
で
「
専
門
家
の

助
言
が
ほ
し
い
」
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
　
こ
れ
ま
で
、
大
学
は
豊
富
な

人
的
・
物
的
資
源
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
の

よ
う
な
声
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
対
応
し
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
も
「
大
学
は

若
者
の
も
の
」と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

大
学
は
若
者
の
た
め
の
も
の
？

大
学
の
入
り
口
も
多
様
に

学
び
や
す
さ
に
配
慮

前回、生涯学習は新しい時代
のライフスタイルであり、個
人のためにも社会の発展や住
みやすい地域づくりのために
も大切であること、そして生
涯学習はどこでも起こってい
ることをお話しました。今回
は生涯学習の視点から、『変
化し始めた大学』を取り上げ
ます。

ラーニングネットひろしま
代表 松井純子さん

ラーニングネットひろしまの 

生涯学習のススメ　 その2

時
間
的
・
経
済
的
制

約
の
多
い
社
会
人
の
た

め
、
学
習
時
間
が
自
由

に
選
べ
る
通
信
制
大
学

や
放
送
大
学
が
で
き
、

そ
の
ほ
か
に
通
学
制
で

も
夜
間
部
や
昼
夜
両
方

の
講
義
に
出
席
す
る
こ

と
の
で
き
る
昼
夜
開
講

制
、
さ
ら
に
、
土
曜
日

や
夕
方
・
夜
間
に
講
義

時
間
を
移
す
配
慮
を
す

る
学
部
も
出
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
一
科
目
だ
け

で
も
受
講
で
き
、
単
位

も
取
得
で
き
る
科
目
等

履
修
生
、
受
講
だ
け
の

聴
講
生
、
自
分
の
テ
ー

マ
で
研
究
の
指
導
が
受

け
ら
れ
る
研
究
生
の
制

大学での研究の成果を市民に公開発表しました。（昨年10月9日　まちづくり市民交流プラザにて）

ひろしま女性大学で生涯学習という言葉に出
会い、40代で大学院に社会人入学。在学中
にラーニングネットひろしまを立ち上げる。
米国留学を経て本格的に活動に取り組む。
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度
も
あ
り
ま
す
。

入
学
金
・
授
業
料
の
減
免
や
学
資
ロ
ー

ン
の
利
子
の
大
学
負
担
、
受
講
す
る
科
目

数
を
中
心
に
授
業
料
の
算
出
を
す
る
単
位

制
授
業
料
、
例
え
ば
4
年
の
在
学
年
数

を
6
年
に
設
定
し
て
も
授
業
料
は
4
年

分
を
在
学
年
数
で
分
割
し
て
払
え
ば
よ
い

長
期
履
修
生
制
度
な
ど
も
あ
り
、
自
分
の

生
活
に
合
わ
せ
て
計
画
が
立
て
や
す
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

大
学
公
開
講
座
は
、
県
内
す
べ
て
の
大

学
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の

高
等
教
育
機
関
が
連
携
し
て
講
座
を
開

き
、
単
位
認
定
を
行
う
も
の
も
で
き
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
図
書
館
や
体
育
施

設
な
ど
を
利
用
で
き
る
大
学
も
あ
り
、

地
域
に
と
っ
て
重
要
な
学
習
資
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
高
校
生
向
け
講

座
に
、
社
会
人
が
参
加
す
る
こ
と
も
、

今
年
か
ら
可
能
に
な
る
よ
う
で
す
。
ま

た
、
地
域
に
多
様
な
学
習
機
会
を
提
供

す
る
専
門
部
門
（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
）
を
持
つ
大
学
も
登
場
し
、

多
く
の
地
域
の
学
習
者
の
支
持
を
受
け

て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
企
画
し
た
講
座
を
大
学
の

経
費
負
担
で
開
く
出
前
講
義
、
こ
ん
な

こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冊
子
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
具
体
的
に
教
員
の

情
報
を
提
供
し
た
り
、
窓
口
と
な
る
地

域
共
同
セ
ン
タ
ー
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
大
学
も
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

と
っ
て
独
自
の
講
座
を
開
発
し
て
提
供

し
、
そ
の
学
習
の
成
果
を
大
学
単
位
に

転
換
す
る
生
涯
大
学
シ
ス
テ
ム
の
考
え

方
も
具
体
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◆information◆
「ラーニングネットひろしま」は平成14年（2002年）5月まちづくり市民交流プラザ
のオープニングイベントで「社会人のための大学活用展とフォーラム」を開催し、
このような大学の新しい情報や社会人の体験談などを紹介しました。県内28大学の
資料はプラザ1階で閲覧できます。また、12月にはホームページを開設、大学活用の
情報提供と皆さんの相談に応じています。大学公開講座カレンダーも作成しました。
大学と地域の双方向コミュニケーションの場として成長することを願っています。

ラーニングネットひろしま
URL http://www.LearningNetHiroshima
TEL 082-544-0456 FAX 082-544-0496
E-mail learning@do4.enjoy.ne.jp 

ラーニングネットひろしまの 

生涯学習のススメ　 その2

社会人のための大学利用パンフレット。市民交流プラザの1階にあります。

地
域
で
の
学
習
機
会
提
供

生
涯
学
習
時
代
の
大
学

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
進
む
と
、

私
た
ち
大
人
に
と
っ
て
は
学
び
や
す
く

な
る
と
と
も
に
、
若
者
に
と
っ
て
も
大

学
は
若
い
時
期
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
強
迫
観
念
か
ら
開
放
さ
れ

て
、「
学
び
た
い
時
に
自
分
が
主
体
と
な

っ
て
学
ぶ
」
と
い
う
生
涯
学
習
の
シ
ス

テ
ム
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
び
た
い
人
や
地
域
に
対
す
る
大
学

側
の
情
報
発
信
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、
大
学
の
新
し

い
動
き
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
私

た
ち
か
ら
の
情
報
を
伝
え
る
ル
ー
ト
を

持
つ
必
要
も
あ
り
そ
う
で
す
。
2
〜
3

月
は
、
科
目
等
履
修
生
や
研
究
生
の
出

願
時
期
で
す
。
関
心
の
あ
る
方
、
ト
ラ

イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
ネ

ッ
ト
ひ
ろ
し
ま
も
お
手
伝
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
相
談
会

日
時
／
2
月
14
日（
金
）午
後
6
時
〜
9
時

15
日（
土
）午
後
2
時
〜
5
時

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
ラ
ー
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ひ
ろ
し
ま

場
所
／
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
南
棟
1
F

2121
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ト
ー
ク
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

働
い
て
い
る
女
性
の
日
ご
ろ
の
悩
み
を
、
自

由
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
少
人
数
の

参
加
者
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
、

問
題
の
解
決
に
向
け
て
考
え
ま
す

▼
日
時
・
内
容
＝
①
2
月
5
日
（
水
）「
私
の

ス
ト
レ
ス
解
消
法
」
②
2
月
12
日
（
水
）「
職

場
の
人
間
関
係
」
③
2
月
18
日
（
火
）「
私
の

仕
事
・
将
来
設
計
」
④
2
月
22
日
（
土
）「
仕

事
と
育
児
の
両
立
」
①
②
③
は
午
後
6
時
半

〜
8
時
半
、
④
は
午
後
2
時
〜
4
時
　
▼
場

所
＝
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
広
島
　
▼
参
加

費
＝
1
回
1
0
0
0
円
（
22
日
は
5
0
0
円
）

▼
申
込
＝
各
回
7
日
前
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
希
望
テ
ー
マ
、

託
児
希
望
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。（
複
数
テ
ー

マ
へ
の
参
加
も
で
き
ま
す
）
▼
託
児
＝
1
歳

6
カ
月
以
上
就
学
前
の
乳
幼
児
を
お
預
か
り
し

ま
す
　
▼
問
合
せ
＝
1
5
0
4
・
2
1
0
8

5

5
0
4
・
2
6
0
9
（
広
島
市
市
民
局
人
権
啓

発
部
男
女
共
同
参
画
室
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

Ｄ
Ｖ
あ
な
た
に
も
何
か
で
き
る
は
ず

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
学

び
、
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

22

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
の
展
示
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
大
学

の
公
開
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
な
ど
な
ど
…
。「
ひ
ろ

し
ま
情
報
ａ-

ネ
ッ
ト
」
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
情
報

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
定
員
や
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
行

事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
各
お
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
「
ひ
ろ
し
ま
情
報
ａ-

ネ
ッ
ト
」
で
は
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
P26
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
15
日
（
土
）
午
後
1
時
半
〜
3

時
半
　
▼
場
所
＝
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
（
広
島

平
和
記
念
資
料
館
東
館
地
下
1
階
）
▼
託

児
＝
1
歳
6
カ
月
以
上
就
学
前
の
乳
幼
児
を
お

預
か
り
し
ま
す
。
2
月
7
日（
金
）ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
1
5
0
4
・
2
1
0

8
5
5
0
4
・
2
6
0
9
（
広
島
市
市
民
局
人

権
啓
発
部
男
女
共
同
参
画
室
）

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
3

フ
リ
マ
・
ラ
イ
ブ
・
展
示
・
演
劇
な
ど
を
老

若
男
女
で
楽
し
も
う
。

▼
日
時
＝
3
月
15
日
（
土
）
正
午
〜
午
後
8
時

3
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場

所
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
周
辺
　
▼
問

合
せ
＝
1
2
2
8
・
0
4
4
7
5
2
2
8
・
7

0
7
4
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
養
成
講
座

日
本
で
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
外
国
人
の
方

の
相
談
を
受
け
付
け
る
か
た
わ
ら
、
通
訳
や
翻

訳
者
を
派
遣
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
外
国
人
の
先
生
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
外
国
語
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
内
容
＝
★
中
国
語：

初
級
　
木
曜
日

午
後
2
時
〜
3
時
半
、
中
級
　
火
曜
日
　
午
後

1
時
半
〜
3
時
、
上
級
　
金
曜
日
　
午
後
2
時

〜
3
時
半
　
★
ポ
ル
ト
ガ
ル
語：

初
級
　
金
曜

日
　
午
後
６
時
半
〜
８
時
、
中
級
　
火
曜
日

午
後
６
時
半
〜
８
時
、
上
級
　
土
曜
日
　
午
後

3
時
半
〜
５
時
　
★
ス
ペ
イ
ン
語：

初
級
　
水

曜
日
　
午
後
6
時
半
〜
8
時
、
中
級
　
木
曜
日

午
後
6
時
半
〜
8
時
、
上
級
　
土
曜
日
　
午
後

1
時
半
〜
3
時
、
特
別
　
木
曜
日
　
午
前
10
時

半
〜
正
午
　
▼
場
所
＝
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

ひ
ろ
し
ま
事
務
所
　
▼
受
講
料
＝
入
会
金
は
無

し
。
1
回
が
1
2
0
0
円
で
10
回
分
を
前
払
い

で
お
願
い
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
1
5
5
4
5
・

4
7
0
0（
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま

事
務
所
）

郷
土
広
島
の
歴
史
散
歩

〜
広
島
の
文
化
を
探
る
〜

皆
さ
ん
、
郷
土
広
島
の
歴
史
（
不
動
院
、
縮

景
園
、
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
）
を
学
習
し
、
そ
の

文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
2
月
1
日
〜
3
月
8
日
の
毎
週
土
曜

（
2
月
22
日
を
除
く
）
午
後
1
時
半
〜
3
時
半

▼
場
所
＝
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
　
▼
申

込
・
問
合
せ
＝
1
5
8
2
3
・
4
2
6
1
（
船

越
公
民
館
）（
定
員
30
人
）

い
の
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
死
、
そ
し
て
生
を
考
え
る
〜

い
の
ち
の
輝
き
と
、
よ
り
豊
か
な
「
生
」
に

つ
い
て
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
2
月
1
日
〜
3
月
1
日
の
毎
週
土
曜

（
2
月
15
日
を
除
く
）
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場

所
＝
口
田
公
民
館
　
▼
対
象
＝
成
人
　
▼
申

込
・
問
合
せ
＝
1
5
8
4
2
・
7
7
4
4
（
口

田
公
民
館
）（
定
員
30
人
）

男
性
学
セ
ミ
ナ
ー

「
男
ら
し
さ
の
再
構
築

リ

ス

ト

ラ

」

仕
事
人
間
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
男
性
の

皆
さ
ん
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て

み
ま
し
ょ
う
。
今
の
自
分
を
振
り
返
り
、
オ
ト

コ
ら
し
さ
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容
＝
①
2
月
1
日
（
土
）
②
2
月

7
日
（
金
）
③
2
月
14
日
（
金
）
④
2
月
22
日

（
土
）
①
④
は
午
後
2
時
〜
5
時
、
②
③
は
午

後
7
時
〜
9
時
　
▼
講
師
＝
自
由
学
校
ひ
ろ
し

ま
・
阿
比
留
信
一
さ
ん
ほ
か
　
▼
場
所
＝
吉
島

公
民
館
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
2
4
6
・
4

1
2
1

5
2
4
6
・
4
1
2
7
（
吉
島
公
民

館
）

世
界
遺
産
を
た
ず
ね
て

地
球
上
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
世
界
遺
産
に
つ

い
て
学
習
し
、
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
3
日
〜
2
月
24
日
の
毎
週
月
曜

午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所
＝
仁
保
公
民
館

▼
対
象
者
＝
広
島
市
内
に
在
住
か
通
勤
通
学

の
一
般
成
人

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
5
2

8
1
・
1
8
3
1
（
仁
保
公
民
館
）（
定
員
40

人
）

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
日
時
＝
2
月
6
日
〜
3
月
20
日
の
毎
週
木
曜

日
　
午
前
10
時
〜
正
午
　
▼
場
所
＝
佐
伯
区
役

所
別
館
　
▼
参
加
費
＝
5
0
0
円

▼
申
込
・

問
合
せ
＝
1
9
2
1
・
3
1
1
3

5
9
2

4
・
2
3
4
9
（
佐
伯
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
定
員
20
人
）

花
マ
ル
健
康
生
活
の
ス
ス
メ

「
健
康
は
日
々
の
暮
ら
し
の
積
み
重
ね
」…
こ

の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
健
康
生
活
に

ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

▼
日
時
＝
2
月
6
日
（
木
）
2
月
14
日
（
金
）

2
月
21
日
（
金
）
各
午
後
1
時
半
〜
3
時
半

3
月
6
日
（
木
）
午
後
2
時
〜
4
時
　
▼
場

所
＝
古
市
公
民
館
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
8

7
7
・
2
1
1
1
（
内
線
6
3
7
・
6
3
9
）

（
安
佐
南
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
長
寿
課
）
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21
世
紀
情
報
社
会
を
生
き
る

▼
日
時
＝
2
月
8
日
〜
3
月
8
日
の
毎
週
土
曜

午
前
10
時
〜
正
午
　
▼
内
容
＝
『
高
度
経
済
成

長
と
は（
総
論
）』『
テ
レ
ビ
の
本
質
に
迫
る
』

『
新
聞
の
本
質
に
迫
る
』『
情
報
通
信
と
社
会
』

『
情
報
を
う
ま
く
「
受
け
て
」「
使
う
」
に
は
…
』

▼
場
所
＝
可
部
公
民
館
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝

1
8
1
4
・
4
0
3
1

5
8
1
4
・
4
7
2
1

（
可
部
公
民
館
）（
定
員
40
人
）

国
際
理
解
講
座

〜
外
国
を
も
っ
と
身
近
に
〜

皆
さ
ん
の
身
近
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
外
国
人
の

方
を
招
い
て
、
育
っ
た
国
の
文
化
や
暮
ら
し
、

環
境
の
こ
と
、
日
本
に
住
ん
で
か
ら
の
驚
き
な

ど
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
8
日
〜
3
月
1
日
の
毎
週
土
曜

午
前
10
時
〜
正
午
（
3
月
1
日
の
み
正
午
〜
午

後
2
時
ま
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
）
▼
場

所
＝
井
口
公
民
館

▼
参
加
費
＝
3
0
0
円（
パ

ー
テ
ィ
ー
用
飲
食
費
と
し
て
）
▼
申
込
・
問
合

せ
＝
1
5
2
7
7
・
9
2
5
8
（
井
口
公
民
館
）

（
定
員
20
人
）

痴
呆
性
老
人
託
老
事
業

痴
呆
症
の
お
年
寄
り
を
預
か
る「
託
老
事
業
」

を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
痴
呆
症
の
お
年
寄
り

や
そ
の
家
族
の
抱
え
る
問
題
を
共
に
考
え
ま

す
。

▼
日
時
＝
2
月
12
日
〜
3
月
5
日
の
毎
週
水
曜

午
後
1
時
半
〜
3
時
半
（
後
半
2
回
は
午
前
10

時
〜
正
午
）
全
4
回
　
▼
場
所
＝
市
中
央
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
集
会
室
　
▼
申
込
・
問
合

せ
＝
1
2
4
9
・
3
1
1
4（
中
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
定
員
20
人
）

ま
ち
探
検
講
座
ー
被
爆
建
物
と
歴
史
散
歩

ヨ
コ
ガ
ワ
・
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

探
検
隊
が
ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
ど
こ
ろ
を

発
見
。
今
回
は
寺
町
で
、
寺
め
ぐ
り
を
含
む
興

味
深
い
コ
ー
ス
で
す
。

▼
日
時
＝
2
月
15
日
（
土
）
午
後
1
時
20
分
集

合
〜
4
時
解
散
予
定
　
▼
内
容
＝
本
町
〜
十
日

市
〜
広
瀬
町
〜
寺
町
の
被
爆
建
物
と
歴
史
散
歩

▼
集
合
場
所
＝
本
川
町
電
停
北
側
清
住
寺
前

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
※
小
学
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
の
こ
と
（
定
員
30
人
）

▼
持
参

物
＝
筆
記
具
・
飲
み
物
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝

1
2
3
7
・
3
0
7
7
（
三
篠
公
民
館
）

音
楽
の
不
思
議
な
力

芸
術
や
娯
楽
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
多
い

音
楽
に
つ
い
て
、
人
間
の
感
性
と
身
体
に
働
き

掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
と
と

も
に
、
有
意
義
な
活
用
方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
15
日
〜
3
月
8
日
の
毎
週
土
曜

午
前
10
時
〜
正
午
　
▼
場
所
＝
五
日
市
公
民

館
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
9
2
2
・
8
3
3

3

5
9
2
2
・
8
3
3
4（
五
日
市
公
民
館
）

（
定
員
30
人
）

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

勤
労
者
マ
ル
チ
ラ
イ
フ
支
援
事
業
の
一
環

で
、
広
島
で
進
め
ら
れ
て
い
る
企
業
の
社
会
貢

献
活
動
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
20
日
（
木
）
午
後
2
時
〜
4
時

半
　
▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

▼
内
容
＝
①
基
調
講
演
「
企
業
の
社
会
貢
献
活

動
の
実
状
に
つ
い
て
」
有
田
典
代
さ
ん（
関
西
国

際
交
流
団
体
協
議
会
　
事
務
局
長
）
②
フ
リ

ー
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
元
広
島
の
取
り

組
み
を
聴
く
」
▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
2
2

1
・
6
8
4
4（
広
島
県
経
営
者
協
会
）（
定
員
70

人
）

遺
伝
子
と
医
学
〜
そ
の
不
思
議
な
世
界
〜

▼
日
時
＝
2
月
28
日
〜
3
月
14
日
の
毎
週
金
曜

午
後
1
時
半
〜
3
時
半

▼
内
容
＝
『
遺
伝
子

と
は
？
』『
ガ
ン
と
遺
伝
子
』『
い
ろ
い
ろ
な
病

気
と
遺
伝
子
』
▼
場
所
＝
古
市
公
民
館

▼
申

込
・
問
合
せ
＝
1
8
7
7
・
2
6
7
7

5
8

7
7
・
2
7
5
7
（
古
市
公
民
館
）（
定
員
30

人
）

親
子
体
験
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

学
校
週
五
日
制
の
受
け
皿
と
し
て
「
親
子
体

験
ス
ク
ー
ル
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
小
学
3
〜

6
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
年
間
19
回

の
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
会
の
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
日
時
＝
土
曜
（
年
間
19
回
）※
雨
天
順

延
、
変
更
あ
り

▼
活
動
場
所
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
安
佐
南
区
か
ら
車
で
1

時
間
以
内
の
場
所

▼
募
集
内
容
＝
①
運
営
ス

タ
ッ
フ：

自
然
体
験
活
動
の
補
助
、
準
備
、
後

片
付
け
②
物
品
・
資
金
の
提
供：

プ
ロ
グ
ラ
ム

や
運
営
に
か
か
わ
る
も
の
③
情
報
の
提
供：

新

規
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
イ
デ
ア
・
企
画
・
情
報
等

▼
募
集
期
間
＝
1
月
〜
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝

1
8
7
5
・
7
2
4
6（
平
日
午
後
6
時
以
降
）

5
8
7
5
・
7
2
4
6
（
24
時
間
Ｏ
Ｋ
）

te
n
s
o
u
yo
u
@
m
c
n
.n
e
.jp

（
親
子
体
験
ス
ク

ー
ル
代
表
　
竹
部
）

交
通
科
学
館
ビ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

幼
児
・
小
学
校
低
学
年
と
保
護
者
対
象
の

「
あ
そ
び
の
広
場
ビ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
」
の
企

画
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
活
動
日
時
＝
平
成
15
年
度
中
　
▼
活
動
場

所
＝
交
通
科
学
館
　
▼
説
明
会
＝
2
月
16
日

（
日
）
午
前
11
時
〜
正
午
　
▼
募
集
人
数
＝
10

人
　
▼
募
集
期
間
＝
2
月
28
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
8
7
8
・
6
2
1
1

5
8
7
8
・
3
1
2
8
（
交
通
科
学
館
教
育
普

及
係
）

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
情
報
入
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

視
覚
障
害
者
向
け
テ
レ
ホ
ン
情
報
サ
ー
ビ
ス

用
に
、
デ
リ
バ
リ
ー
情
報
や
放
送
番
組
表
な
ど

の
身
近
な
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
入
力
し
て
く
だ
さ

る
人
を
募
集
。

▼
活
動
日
時
＝
自
由

▼
活
動
場
所
＝
自
宅

▼
募
集
対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
人
。
今
ま
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
こ
と
が
な
く
て
も
可

▼
募
集
期
間
＝
随
時

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
8

4
8
・
0
9
8
0
（
臼
井
）（
受
付
時
間
は
午

後
1
時
〜
8
時
）ま
た
はE

m
a
il

（in
fo
@
vic
.j

p
n
.o
rg

）
で

倉
掛
女
性
会

お
そ
う
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▼
活
動
日
時
＝
毎
月
第
2
火
曜
日

午
後
1
時

半
〜

(

8
月
・
1
月
・
2
月
は
休
み)

▼
活
動

場
所
＝
広
島
原
爆
養
護
ホ
ー
ム
倉
掛
の
ぞ
み
園

▼
募
集
内
容
＝
清
掃
奉
仕
を
し
て
く
だ
さ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
▼
募
集
期
間
＝
随
時
▼
申

込
・
問
合
せ
＝
1
5
8
4
3
・
3
3
4
1
（
倉

掛
女
性
会
　
担
当：

宗
山
）

吉
島
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

吉
島
病
院
で
、
患
者
さ
ん
の
話
し
相
手
、
介

助
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
く
だ
さ
る
人
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午

後
4
時
。
都
合
の
よ
い
時
間
帯
を
あ
る
程
度
固

定
し
て
申
込
ん
で
下
さ
い
　
▼
活
動
場
所
＝
吉
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島
病
院
　
▼
募
集
期
間
＝
随
時
　
▼
申
込
・
問

合
せ
＝
1
2
4
1
・
2
1
6
7

5
2
4
9
・
4

6
3
5(

吉
島
病
院
　
担
当：

柳
原)

障
害
児
遊
び
相
手

「
ド
リ
ー
ム
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

知
的
な
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
小
学
生
の
ミ
ニ
グ

ル
ー
プ
「
ド
リ
ー
ム
」
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
遊
ん
で
く
れ
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
を
探

し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
日
時
＝
毎
週
木
曜
日
、
第
1
・
3
土
曜

日
の
午
後
2
時
〜
4
時
の
都
合
の
良
い
日(

毎

回
で
な
く
て
も
可)

▼
活
動
場
所
＝
安
佐
北
区

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
5
Ｆ
機
能
訓
練
室
　
▼
募

集
期
間
＝
随
時

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
8
1

4
・
0
8
1
1

5
8
1
4
・
1
8
9
5
（
安

佐
北
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
担
当：

對
馬
・
花

戸
）

学
習
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

児
童
養
護
施
設
広
島
修
道
院
で
生
活
し
て
い

る
中
学
生
・
高
校
生
へ
、
学
習
指
導
を
手
伝
っ

て
く
だ
さ
る
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
日
時
＝
日
曜
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
活
動
場
所
＝
修
道
院
児
童
館
　
▼
募
集
内

容
＝
月
に
1
〜
2
回
程
度
の
活
動
が
で
き
る
方

で
、
中
高
生
に
英
語
か
数
学
を
教
え
て
く
だ
さ

る
方
。
募
集
人
数
は
3
名
　
▼
募
集
期
間
＝
随

時
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
2
7
7
・
8
3
3

0
（
は
る
か
ぜ
）

五
日
市
東
児
童
館
　
伝
承
遊
び
・
将

棋
・
卓
球
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

児
童
館
で
、
子
ど
も
た
ち
に
将
棋
や
卓
球
の

指
導
を
し
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
で
く
だ
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。

▼
活
動
日
時
＝
将
棋：

毎
週
木
曜
／
卓
球：

毎

週
土
曜
／
伝
承
遊
び
（
お
手
玉
や
あ
や
と
り
、

け
ん
玉
な
ど
）：

随
時
　
▼
活
動
場
所
＝
五
日

市
東
児
童
館
　
▼
募
集
期
間
＝
随
時
　
▼
申

込
・
問
合
せ
＝
1
9
2
3
・
3
8
2
7

5
9

2
3
・
9
4
5
7
（
五
日
市
東
児
童
館
）

戸
坂
公
民
館
「
自
然
派
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
自
然
派
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
、
や
さ
し
く
支

え
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
大
募
集
。

▼
活
動
日
時
＝
主
に
月
1
回
第
4
土
曜
、
ス
タ

ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
月
1
回
第
1
金
曜
の
夜

▼
活
動
場
所
＝
戸
坂
公
民
館
　
▼
募
集
対
象
＝

15
歳
以
上
の
や
る
気
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も(

た
だ
し
、
中
学
生
は
除
く
）
▼
募
集
期

間
＝
随
時
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
5
2
2

9
・
3
1
1
0（
戸
坂
公
民
館
）

求
む
！
情
報
誌
「
ボ
ラ
メ
ー
ル
」
の
編

集
ス
タ
ッ
フ

街
角
で
の
花
づ
く
り
、
道
路
の
清
掃
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
に
、
南
区
内
の
明
る

く
元
気
な
話
題
を
紹
介
す
る
情
報
誌
を
発
行
し

ま
す
。一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日
時
＝
毎
月
第
1
水
曜
午
後
7
時
〜

（
1
時
間
程
度
）
▼
活
動
場
所
＝
南
区
役
所

▼
募
集
内
容
＝
情
報
誌
「
ボ
ラ
メ
ー
ル
」
の
編

集
ス
タ
ッ
フ
（
情
報
提
供
、
広
報
誌
の
企
画
、

取
材
、
執
筆
、
写
真
撮
影
、
編
集
な
ど
）
▼
募

集
人
数
＝
10
人
　
▼
申
込
・
問
合
せ
＝
1
2
5

4
・
2
5
1
1
5
2
5
2
・
7
1
7
9
（
南
区

役
所
　
区
政
振
興
課
）

「
小
さ
な
国
際
協
力
」
書
き
損
じ
は
が
き

及
び
未
使
用
の
切
手
の
収
集

年
賀
状
な
ど
の
書
き
損
じ
は
が
き
や
未
使
用

の
切
手
が
家
庭
で
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
開

発
途
上
国
の
支
援
に
役
立
て
る
た
め
、
使
用
済

み
切
手
と
使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
、

そ
れ
ぞ
れ
社
団
法
人
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医

療
協
力
会
と
財
団
法
人
家
族
計
画
国
際
協
力
財

団
へ
送
る
際
の
送
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
随
時
　
▼
問
合
せ
＝
広
島
平
和

文
化
セ
ン
タ
ー
（
広
島
市
中
区
中
島
町
1-

5

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
）
1
2
4
7
・
9
7
1
5

ピ
ー
ス
パ
ッ
ク
作
製
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す

ア
フ
ガ
ン
難
民
の
子
ど
も
た
ち
に
「
ピ
ー
ス

パ
ッ
ク(

平
和
の
小
包)

」
を
贈
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
内
容
＝
ノ
ー
ト(

Ｂ
5
サ
イ
ズ)

、
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク(

Ａ
4
サ
イ
ズ
以
内)

、
鉛
筆
、
鉛

筆
削
り
、
消
し
ゴ
ム
、
ボ
ー
ル
ペ
ン(

色
の
指

定
な
し)

、
定
規(

長
さ
30
㎝
以
内
の
細
長
い
も

の)

、
色
鉛
筆
セ
ッ
ト(

12
色
セ
ッ
ト)(

ク
レ
ヨ

ン
可)

、
車
の
お
も
ち
ゃ(

ミ
ニ
カ
ー)

、
歯
み

が
き
粉
と
歯
ブ
ラ
シ
、
洗
面
タ
オ
ル
、
な
わ
と

び
、
メ
ッ
セ
ー
ジ(

英
語
で
作
成
、
文
字
の
み)

※
中
古
品
で
な
い
も
の
。
内
容
物
は
以
上
で
す

が
、
数
量
の
多
少
は
問
い
ま
せ
ん
。
靴
、
ボ
ー

ル
も
送
っ
て
ま
す

▼
募
集
期
間
＝
随
時

▼
問

合
せ
＝
社
団
法
人

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連

盟
広
島
県
支
部
（
広
島
市
東
区
光
町
2-

1-

14

広
島
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
1
5
2
6

3
・
8
7
7
6

留
学
生
用
寝
具
を
募
集
中

来
日
し
た
ば
か
り
の
留
学
生
が
す
ぐ
に
必
要

に
な
る
寝
具
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
内
容
＝
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
不
用
の
寝

具
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
提
供
し
て
く
だ
さ

い
。
中
古
寝
具(

掛
け
布
団
、
敷
き
布
団
、
毛

布
、
枕
、
カ
バ
ー
類)

※
清
潔
な
も
の
、
で
き

る
だ
け
新
し
い
も
の
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
洗
濯

の
で
き
る
も
の
は
洗
濯
済
み
の
も
の
。
布
団
は

軽
い
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。
し
み
の
あ
る
も

の
、
重
た
い
も
の
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
　
▼
募

集
期
間
＝
随
時
　
▼
問
合
せ
＝

広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
（
広
島
市
中
区
大
手
町
4-

3-

10
）
1
5
2
4

1
・
5
3
1
3

広
島
県
こ
ど
も
夢
基
金
活
動
助
成

▼
対
象
団
体
＝
①
子
ど
も
の
活
動
を
支
援
す

る
大
人
の
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
②
子
ど
も

と
大
人
が
一
緒
に
企
画
し
、
活
動
す
る
サ
ー
ク

ル
・
グ
ル
ー
プ
③
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な

り
大
人
が
責
任
者
と
し
て
応
援
し
て
活
動
す
る

サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
の
半
数
以
上

が
広
島
県
内
在
住
）
▼
対
象
事
業
＝
①
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
て
る
活
動(

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
自
然
体
験
、
国
際
交
流
、
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
交
流
な
ど)

②
子
ど
も
た
ち
の
知

的
好
奇
心
、
探
究
心
を
育
て
る
活
動(

読
書
活

動
、
グ
ル
ー
プ
研
究
、
探
検
活
動
な
ど)

▼
選

考
方
法
＝
書
類
を
審
査
し
、
締
切
後
20
日
以
内

に
結
果
を
通
知
　
▼
助
成
金
額
＝
提
出
さ
れ
た

事
業
を
行
う
の
に
必
要
と
思
わ
れ
る
経
費
の
う

ち
、
報
償
費
・
旅
費
・
消
耗
品
費
・
食
糧
費
・

役
務
費
・
使
用
料
及
び
賃
借
料
な
ど
を
対
象
と

す
る
　
▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
申
請
書
を
2
月

21
日
（
金
）（
必
着
）
ま
で
に
広
島
県
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
（
〒
7
3
0-

8
5
1
4

広
島
市
中
区
基
町
9-

42
）へ
　
▼
問
合
せ
＝
1

5
1
3
・
5
0
1
2
（
広
島
県
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
部
生
涯
学
習
課
）

平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
・
協
力

活
動
助
成

4
月
1
日
〜
9
月
30
日
ま
で
に
市
内
や
国
外

な
ど
で
、
活
動
を
行
う
団
体
を
助
成

①
国
際
交
流
・
協
力
活
動
振
興
補
助
金
　
▼
対

象
＝
国
際
交
流
・
協
力
を
目
的
と
す
る
、
活
動
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歴
2
年
以
上
の
団
体
　
▼
上
限
額
＝
市
内
事
業

50
万
円
／
国
外
事
業
1
0
0
万
円
／
姉
妹
・
友

好
都
市
事
業
1
人
12
万
円
　
※
重
複
し
て
補
助

金
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
国
際
交
流
・
協
力
活
動
育
成
補
助
金
　
▼
対

象
＝
国
際
交
流
・
協
力
を
目
的
と
す
る
、
活
動

歴
2
年
未
満
の
団
体
　
▼
上
限
額
＝
20
万
円

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
申
請
書
を
2
月
28
日

（
金
）（
必
着
）
ま
で
に
、
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

国
際
交
流
・
協
力
課
（
〒
7
3
0-

0
8
1
1

中
区
中
島
町
1-

5
）
へ
。
申
請
書
は
同
課
と

区
役
所
、
公
民
館
な
ど
で
配
布

〈
補
助
金
の
説
明
会
〉
▼
日
時
＝
2
月
7
日

（
金
）
午
後
6
時
半
〜
7
時
半
　
▼
場
所
＝
国

際
会
議
場
　
　
▼
問
合
せ
＝
1
2
4
2
・
8
8

7
9

5
2
4
2
・
7
4
5
2
（
同
課
）

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金

環
境
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成

▼
対
象
団
体
＝
日
本
国
内
で
「
環
境
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
す
る
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ま

た
は
N
P
O
法
人
　
▼
活
動
分
野
＝
自
然
環
境

保
全
、
地
域
環
境
美
化
、
体
験
型
環
境
学
習
、

生
態
系
保
護
、
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
活
動
　
▼
活
動
種
類
＝
実
践
活

動
、
調
査
・
研
究
活
動
、
普
及
啓
発
活
動
、
環

境
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
活
動
　
▼
助
成

金
額
＝
上
限
は
あ
え
て
設
定
し
て
い
な
い
。
活

動
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
足

り
な
い
物
を
申
請
　
▼
助
成
対
象
期
間
＝
平
成

15
年
3
月
1
日
〜
平
成
16
年
2
月
末
日
ま
で
の

活
動
　
▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
申
請
書
を
、
2

月
28
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
、
セ
ブ
ン
ー
イ

レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金
助
成
事
務
局
（
〒
1

0
5-

0
0
1
3

東
京
都
港
区
浜
松
町
1-

27-

9-

6
Ｆ
）へ
　
▼
問
合
せ
＝
1
0
3
・
5
7
3

3
・
2
5
2
6
5
0
3
・
3
4
3
5
・
1
0
6
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp
://w

w
w
.7
m
id
o
ri.o
rg

E
-m
a
il：
o
u
b
o
@
7
m
id
o
ri.o
rg

（
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金
助
成
事
務
局
　
担

当：

高
木
・
坂
本
）

日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
リ
ー
バ

イ
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
推
進
基
金
助
成

▼
対
象
団
体
＝
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

（
社
会
的
公
正
の
実
現
）
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

し
て
、
社
会
的
に
不
公
正
な
立
場
に
お
か
れ
て

い
る
人
々
を
対
象
と
し
た
、
日
本
国
内
で
の
活

動
で
、
①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
予
防
②
経
済
的

自
立
の
支
援

③
新
し
い
教
育
機
会
の
創
出
④

組
織
基
盤
強
化
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
こ
と

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
申
請
書
を
3
月
19
日

（
水
）（
必
着
）ま
で
に
、（
財
）日
本
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
「
リ
ー
バ
イ
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
推
進
基
金
」（
〒
1
0
6-

0
0
4

7
東
京
都
港
区
南
麻
布
4-

9-

17
）
へ
。（
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
せ
＝
1
0
3
・
3
4
4
6
・
7
7
8
1

ま
た
は
0
3
・
3
4
4
6
・
7
9
5
4

5
0

3
・
3
4
4
3
・
7
5
8
0

E
-m
a
il：

L
e
vi_fu

n
d
@
jc
ie
.o
r.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp
://w

w
w
.jc
ie
.o
r.jp
/le
vi/

「
便
利
暦
に
載
せ
て
〜
」
と
い
う
、
イ

ベ
ン
ト
や
募
集
情
報
な
ど
が
ご
さ
い
ま

し
た
ら
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ

ー
ル
等
で
、ら
し
っ
く
編
集
部
ま
で
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ら
し
っ
く
編
集
部

〒
7
3
0-

0
0
3
1

広
島
市
中
区
紙
屋
町
一
丁
目
2-

22
広
電

ビ
ル
6
Ｆ

（
株
）
ガ
リ
バ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
0
8
2-

2
4
0-

0
7
6
8

Ｆ
Ａ
Ｘ

0
8
2-

2
4
8-

7
5
6
5

E
-m
ail

info@
g
ariver.co.jp

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
達
人
図
鑑
」
の
中
島
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー
に
と
て

も
共
感
し
ま
し
た
。（
Ｋ
Ｓ
／
49
歳
／
広
島
市
安

佐
北
区
）

「
ら
し
っ
く
サ
ロ
ン
」
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
参
加

者
の
お
話
を
聞
け
た
の
で
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。（
Ｈ
Ｓ
／
安
芸
郡
府
中
町
）

「
ま
ち
び
と
き
た
る
」の
〝
ひ
と
を
は
ぐ
く
む
〞で

は
、
利
益
追
求
の
み
の
企
業
が
多
い
中
、
積
極

的
に
社
会
福
祉
を
手
掛
け
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
立
派
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｍ
Ｆ
／
38
歳
／

安
芸
郡
府
中
町
）

「
ま
ち
び
と
き
た
る
」の
〝
ま
ち
を
は
ぐ
く
む
〞の

「
セ
ト
ラ
ひ
ろ
し
ま
」の
紹
介
記
事
が
良
か
っ
た

で
す
。
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
姿
が
写
真
の
表
情
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ら
し
っ
く
」
に
は
今
後
、
国
際
平
和
文
化
都
市

と
し
て
の
広
島
の
情
報
発
信
や
、
異
文
化
と
の

交
流
活
動
に
つ
い
て
の
記
事
な
ど
を
掲
載
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｙ
Ｉ
／
51
歳
／

広
島
市
中
区
）

「
名
人
工
房
」の
〝
高
齢
者
作
品
展
・
最
高
齢
者
賞

受
賞
作
品
〞の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、90
代
の
方
々
の

熱
き
工
夫
と
強
い
創
作
意
欲
を
心
か
ら
賞
賛
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｉ
Ｔ
／
66
歳
／
広
島
市
安

佐
北
区
）

「
ま
ち
び
と
き
た
る
」の
〝
ひ
と
を
は
ぐ
く
む
〞で

紹
介
さ
れ
て
い
た
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
の
沖
田
孝
司

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
以
前
足
を
運
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
親
近
感
を
持
っ
て
記

事
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
H
Y
／
37

歳
／
広
島
市
西
区
）

「
よ
り
み
ち
デ
ポ
」
で
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
の
詳
し
い
情
報
を
見
て
、
積
極
的
に
利
用

し
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。「
ら

し
っ
く
」
編
集
部
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。（
D

Y
／
31
歳
／
広
島
市
安
佐
南
区
）

「
ら
し
っ
く
サ
ロ
ン
」
は
、
毎
号
テ
ー
マ
を
決
め

て
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
と
い
う
発
想
が

素
晴
ら
し
い
、
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｙ
Ｈ
／
67

歳
／
広
島
市
西
区
）

私
は
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
「
人
材

バ
ン
ク
」
に
〝
広
島
木
遣
り
音
頭
〞
で
登
録
し

て
い
ま
す
。
昔
か
ら
広
島
で
の
お
祭
り
に
は
お

神
輿
は
使
わ
れ
ず
、
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
新

米
（
御
初
穂

お

は

つ

お

）
を
俵
に
し
、
御
幣
な
ど
で
飾
り

つ
け
て
5
〜
6
俵
を
担
ぎ
棒
に
乗
せ
て
子
ど
も

や
若
者
た
ち
が
町
内
を
練
り
歩
い
た
も
の
で
し

た
。
そ
の
際
、
み
ん
な
で
奉
唱
す
る
の
が
〝
木
遣

り
音
頭
〞で
す
。
町
の
住
民
が
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
俵
を
作
っ
て
担
ぎ
、
木
遣
り
音
頭
を
奉

唱
す
る
…
。
こ
れ
こ
そ
粋
な
人
づ
く
り
、
深
く

味
の
あ
る
い
ぶ
し
銀
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
い

ま
す
。（
S
T
／
広
島
市
南
区
）

●
「
ら
し
っ
く
」
編
集
部
で
は
、
読
者
の
皆

さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！
　
詳
し
く
は
別
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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